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オフィス・オン・ホイール：ZFのアクティブ・キャビ

ンサスペンションと強化されたキャビンダンパーによ

って運転席がより快適に 
 

 商用車の自動運転機能を支援するZFテクノロジー：トラックの

キャビンがオフィスに 

 ZFのアクティブ・キャビンサスペンション、cCABがローリング

とピッチングのバランスを最適化して、運転席の快適性を向上 

 eCALMシステムの強化により、キャビンのサスペンション性能と

ダンピングが向上 

ドイツ、フリードリヒスハーフェン発 -  

運転支援機能の採用によって、商用車のキャビンの姿も変わっていき

ます。その一例が「オフィス・オン・ホイール」です。つまり、トラ

ックが自動運転モードで動作している間、ドライバーは他の作業を行

うことができるようになり、いわば「モバイル・ワークステーション

」となります。しかし、この実現にはより効率的な快適性向上システ

ムが必要です。ZFは、車両のローリングおよびピッチングとキャビン

の上下動のバランスを最適化する新しいアクティブ・キャビンサスペ

ンションシステム、cCABを開発しました。cCABは、マニュアル運転モ

ード時にもドライバーに優れた作業環境を提供します。さらに、ZFの

電子制御キャビン用エアサスペンションシステム、eCALMが乗り心地

をより快適にします。   

 

商用車においては、良好な作業環境は贅沢のためではなく、ドライバ

ー、車両、商品を目的地まで安全に運ぶための必要条件です。特に、

自動運転のレベルが上がればドライバーが道路環境を積極的に観察す

ることが少なくなり、突然の外的要因による車両への衝撃がドライバ

ーに大きな影響を与える事が考えられます。 

 

この解決策として、ZFは革新的なアクティブキャビンサスペンション

システム、cCABを開発しました。既存のキャビンサスペンションは受

動的（パッシブ）なシステムで、スプリングやダンパーによって動き

を吸収・減衰し地面の凹凸などの外的影響に対応します。一方ZFの電

子制御アクティブcCABシステムは、望まない動きを予測し、それが発

生する前にキャビンを能動的（アクティブ）に動かして対応します。

専用のコントロールユニットがセンサーからの信号を受信し、瞬時に

最適な状態を計算します。また、このユニットは4つのcCABモジュール
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を制御し、これらのモジュールがキャビンのモーション・シークエン

ス（一連の動き）を最適化します。  

 

ZFは、すでに多くの車両に採用されているCDC（連続減衰力可変）ダン

パーとCALM（レベリング機能内蔵キャビンダンパー）システムをベー

スに電子制御油圧式アクチュエータを追加して、cCABを強化しました

。cCABをキャビンの4つの支持点に設置すると、必要に応じて縦軸と横

軸を中心にキャビンをアクティブに回転させ、垂直軸に沿って動かし

ながら振動を収束させます。その結果、乗り心地の良い「オフィス・

オン・ホイール」が実現し、ドライバーは運転室で事務作業を行うこ

とができます。 

 

eCALMが快適性と燃費を向上 

ZFの「キャビン・エア・レベリング・モジュール（CALM）」も重要な

役割を果たします。CALMは、エアスプリング内蔵ダンパーと、荷重に

応じて高さを調節するシステム両方のメリットを合わせ持ちます 

。新しい電子制御のeCALMは、キャビン用エアサスペンションシステム

の空気消費量とエネルギー消費量を軽減して燃費を大幅に改善します

。従って、エアシステム全体（コンプレッサー、アキュムレーター、

ドライヤー）をより小型・軽量にすることが可能です。また、必要な

時に作動するよう、コンプレッサーをeCALMに統合して電動にすること

も可能です。  

 

さらに、eCALMにはキャビンを水平にしたり、さまざまなレベルに上下

させたりする新しい機能も追加されました。ZFは、お客様と協力しな

がら、より効果的なキャビンの制御を実現するための取り組みを行っ

ています。ZFのCDCダンパーシステムと組み合わされたeCALMは、「オ

フィス・オン・ホイール」で最高の快適性を実現するための理想的な

基盤を提供します。 

 

写真： 

1. アクティブ・キャビンサスペンションシステム、cCAB：ZFの電子

制御システムは、キャビンをアクティブに動かして望まない動き

に事前に対応 

2. cCABをキャビンの4つの支持点に設置すると、必要に応じて縦軸と

横軸を中心にキャビンをアクティブに回転させ、垂直軸に沿って

動かしながら振動を収束させる 
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3. 新しい電子制御eCALMは、キャビン用エアサスペンションシステム

の空気消費量とエネルギー消費量を軽減して燃費を大幅に改善す

る 

 

 

画像：ZF 
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Heritage Communications, 
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Tel: +49 7541 77-960770, e-mail: frank.discher@zf.com 
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ZF Friedrichshafen AGについて 

ZFは 

駆動系、シャシ・テクノロジーおよびアクティブ&パッシブ・セーフティ・テクノロジーの分野で世

界をリードする自動車関連部品のグローバル・サプライヤーです。総従業員数はおよそ14万

人、世界40 カ国に230 の生産拠点を展開しています。2017 

年のグループ総売上は暫定で約360億ユーロです。新たな価値を生み出す革新的な製品を

提供し続けるため、ZF 

では毎年、総売上の約6パーセントを研究開発に投資しています。また、ZF 

は、世界最大の自動車サプライヤーの1 社です。 

 

ZFは、くるまの「見て、考えて、動かす(see, think, 

act)」を可能にします。その技術により、ZFはビジョン・ゼロ（交通事故ゼロ）やエミッションフリ

ーのモビリティの世界に向けて取り組んでいます。 

幅広いポートフォリオを持ち、自動車、商用車、および産業技術分野におけるモビリティとサ

ービスを進化させていきます。 

 

プレス関係者向け詳細情報および画像データ等はこちらをご覧ください www.zf.com 
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